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（博士論文の題目） 
スポーツ指導における暴力とその超克に関する哲学的探究 
－選手の向け変えをめぐる所論－ 
 
（博士論文の要旨） 
本研究の目的は、スポーツ指導と暴力の交点を解明し、指導者が暴力を超克するための
方途を探究することである。本研究の意図は、制度変革などにより指導者をいかに暴力か
ら遠ざけるかを検討するのではなく、主体としての指導者がいかにして暴力を超克しうる
のかを思考するところにある。本研究では、先行研究の議論を手がかりに、スポーツ科学
の活用およびことばによるコミュニケーションの充実に焦点をあてつつ、上記の問いを遂
行する。 
 第一章の考察は、スポーツ指導と暴力が原理的にどのように結びつくのかを考察するも
のであった。暴力の発現は、未来へ向けた企ての連関から人間を引き剥がす。暴力が示唆
する死の恐怖は、なりえたであろう未来に渾沌をもたらす。暴力がもたらす渾沌は、過去
から未来へ持続する時間から人間を放擲し、持続から解き放たれた「いま」へ人間を連れ
戻す。この暴力の性質は、スポーツ指導の「向け変え」の契機において積極的な意味を発
揮してしまう。暴力は、選手を既存の認識枠組みや習慣から解き放ち、未来への企てゆえ
に覆い隠されていた「いま」を選手に開示するからである。暴力がスポーツ指導の現場に
現れるとき、それは、「向け変え」としての意味を帯びることとなる。 
 第二章では、スポーツ指導において暴力が「向け変え」の方途となることを自覚したう
えで、スポーツ指導におけるスポーツ科学の活用が、指導者が暴力を超克するための術と
していかに妥当するのかを論究した。第二章の議論は、a）指導者が選手を望まれた結果へ
導くための指導技術としてのみスポーツ科学を用いる場合、スポーツ科学の活用は暴力を
不要ならしめるものとなりえないことを指摘する一方で、b）指導者が指導実践上の目標/
目的や判断そのものを反省的に高めてゆくためにスポーツ科学を用いる場合、スポーツ科
学の活用は自身の独断や仮象知ゆえの暴力を回避するうえで意義を持つことを主張する結
論へ帰着した。 
 第三章は、指導者と選手の間で交わされることばによるコミュニケーションが、暴力の
超克へ向け、いかなる意義と限界を有するのかを明らかにするものであった。第三章では、
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コミュニケーションが生みだされる原初の関係性の次元にまでさかのぼり、ことばによる
コミュニケーションと暴力との関係を考察した。非暴力的関係を可能とするのは、指導者
による選手の渇望である。選手は、ことばを語ることにより、指導者によって理解された
姿として表象されるのではなく、一箇の人格として指導者の前に表出することができる。
ことばが暴力の超克へ向けて意味を持ちうるのは、それが他者としての選手へ教えを乞う
渇望の問いとなるときである。指導者と選手の間で交わされることばの交流は、スポーツ
指導の暴力性を制動するうえで意義を持つ。 
 概して、スポーツ科学にせよ、選手とのコミュニケーションにせよ、それらが暴力の超
克に資するものとなるには、指導者が可能的実存として選手と対峙していなければならな
い。本研究は、「向け変え」の暴力に対し、可能的実存としての指導者が「確認としてのス
ポーツ科学」を用い、他者としての選手のことばを迎え入れるところに、指導者が暴力を
超克するための一途を示すことで結論とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
